
行　　政　　評　　価　　表
電話番号

（内線）

基本目標 年度 H28 H29 H30 R01 R02

基本方針 予算額
（千円）

33,703 25,996 24,628 23,497

施策名 決算額
（千円）

31,225 25,100 23,883 21,994

決算額の内

繰越明許分 -

年度

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

※赤字：補正・流用により当初予算額から変更した予算額

※繰越明許：年度内にその支出が終わらない見込みのあるものについて、
　 議会の議決を得て翌年度に繰越して使用するもの。
　 予算要求年度に予算額を、実執行年度に決算額及び繰越明許額を記載。

（内線3569）

令　和 元　年 度　　　　

所属部 環境市民部 所属課 環境政策課 正職員数

※人件費、一般諸経費、交際費、積立金、繰出金、出資金及び公債費は
　 含まれておりません。

Ⅲ-５-２９-（２）地球環境対策の推進
※予算費目表に再掲で表示されている事業は、再掲元の予算費目及び
　 総括表に予算額及び決算額を記載しています。

9人
その他
職員数

3人
055-983-2647

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち

５　環境を保全し継承するまちづくり

２９　地球温暖化防止活動の推進<地球環境>

Ⅲ-５-２９-（３）地域の環境活動及び環境教育・環境学習の推進

成果指標
【行政改革大綱における取

組事項名】
指標計算式（指標の説明） H28

所管する施策の
方向一覧

Ⅲ-５-２９-（１）総合的環境施策の推進

H29 H30 R01 R02

環境リーダー育成人数
【2　環境ボランティアの育
成】

エコリーダーやストップ温暖化
推進員及び小中学生等市民を
対象とした環境教育に参加し
た人数（H12からの累計）

1,680人 1,760人 1,840人 1,920人 2,000人

1,682人 1,761人 1,833人 1,894人

順調 順調 遅れ 遅れ

新エネルギー等導入件数
新エネルギー設備導入助成を
利用した件数（Ｈ12からの累
計）

2,400件 2,700件 3,000件 3,300件 3,600件

2,518件 2,841件 3,115件 3,372件

順調 順調 順調 順調

市役所からの温室効果ガス
排出量

三島市役所の事務事業から排
出される温室効果ガスの二酸
化炭素換算値

25,939t-ＣＯ2 25,939t-ＣＯ2 25,939t-ＣＯ2 25,939t-ＣＯ2

25,125t-ＣＯ2 24,906t-ＣＯ2 24,602t-ＣＯ2 23,954t-ＣＯ2

順調 順調 順調

25,939t-ＣＯ2

順調



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

令和元年度の環境審議会では、第２次三島市環境基本計画後期基本計画の２年目（平成３０年度）の進捗状況の報告を行い,未達成となった項目
の改善策等を諮り、環境報告書としてまとめた。第２次三島市環境基本計画後期基本計画の３３項目において、平成３０年度の実績で未達成となっ
た事業の担当部署には、原因究明と効果のある対応策の提出と実施を求めた。
また、環境基本計画とSDGｓとの関連付けを実施した。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

令和２年度の環境審議会では、第２次三島市環境基本計画後期基本計画の３年目の進捗状況の報告を行い,未達成となった項目の改善策等を諮
り、環境報告書としてまとめる。令和元年度の実績で未達成となった事業の担当部署には、原因究明と効果のある対応策の提出を実施を求めてい
く。第２次三島市環境基本計画後期基本計画が、令和３年度で満了するにあたり、次期環境基本計画の策定業務を開始する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

令和元年度の環境審議会では、第２次三島市環境基本計画後期基本計画の２年目（平成３０年度）の進捗状況の報告を行い,未達成となった項目
の改善策等を諮り、環境報告書としてまとめる。第２次三島市環境基本計画後期基本計画の３３項目において、平成３０年度の実績で未達成となっ
た事業の担当部署には、原因究明と効果のある対応策の提出と実施を求めていく。
また、環境基本計画とSDGｓとの関連付けを実施する。

施策の方向 Ⅲ-５-２９-（１）総合的環境施策の推進

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

令和元年度の環境審議会では、第２次三島市環境基本計画後期基本計画の２年目の進捗状況の報告を行い,未達成となった項目の改善策等を諮
り、環境報告書としてまとめる。平成３０年度の実績で未達成となった事業の担当部署には、原因究明と効果のある対応策の提出を実施を求めてい
く。第２次三島市環境基本計画後期基本計画にて、３３項目の数値目標を着実に推進するため、ＥＭＳの施策推進項目として進捗管理していく。

【行革取組項目】
今年度の実施計画



5 業務計画

No.

目標 52.0% 52.0% 52.0% 52.0% 52.0%

実績 45.5% 60.6% 63.6% 60.6%

達成状況 未達成 達成 達成 達成

目標 300冊 300冊 300冊 300冊 300冊

実績 300冊 300冊 300冊 300冊

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 1回 1回 1回 1回 1回

実績 1回 1回 1回 1回

達成状況 達成 達成 達成 達成

3
地球温暖化対策の進
捗管理

温室効果ガス排出量
の算定回数

維持

行政改革
大綱にお
ける取組

2
年次報告書の作成・報
告

「三島の環境」発行部
数

維持

1
環境関連施策の進捗
管理

目標等（33施策）の達
成率

維持

H28 H29 H30 R01 R02

１　環境基本計画推
進事業

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

年度
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

3,794 (3,794) 960 (960) 825 (825) 723 (723)

3,561 (3,561) 832 (832) 779 (779) 656 (656)

予算費目の事業名、補助金（細節）名

Ⅲ-５-２９-（１）総合的環境施策の推進

R02歳出（千円）

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

行政改革
大綱にお
ける取組

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） R01歳出（千円）

１　環境基本計画推進事業
（01.07.01.07.020.02）

増大
令和2年度より第3次環境基本計画

策定作業を開始するため、次年度
のコストが増大する予定



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅲ-５-２９-（２）地球環境対策の推進

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

スマートハウスの設備導入にかかる住宅補助金については、引き続き制度のＰＲをしていく。エコアクション21取得支援では、市役所でセミナーを実施
し、取得の可能性のある事業所に制度のPRを図る。資源ごみ回収報奨金については、平成31年度のミックス古紙の回収分から新単価が適用されるこ
とのほか、子ども会連合会総会に制度の周知を行い、リサイクル意識の向上に努めていく。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

　スマートハウスの設備導入にかかる住宅補助金については、制度のPRを行うほか、補助金の申請について円滑に対応していく。
エコアクション２１取得支援では、取得の可能性がある地元の事業所に出向き制度のPRを行い、参加企業増加を図る。
資源ごみ回収報奨金については、ミックス古紙の単価が今年度回収分から引き下げになることを周知するとともに、自治会連合会総会や連合子ども会
でチラシを配布し制度の周知をしていく。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

　スマートハウスの設備導入ににかかる住宅補助金については、消費税増額の影響を受けることなく、当初予算に加え補正予算措置を行い、設備の設
置者に補助金を交付できた。エコアクション２１取得支援では、取得の可能性がある地元の事業所に出向き制度のPRを行ったが、セミナーへの参加企
業は２社に止まった。
資源ごみ回収報奨金については、ミックス古紙の単価が今年度回収分から引き下げになったことを周知するとともに、新たに連合子ども会でチラシを配
布し制度の周知をしたが、前年度より回収量を増やすことができなかった。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

スマートハウスの設備導入にかかる住宅補助金については、引き続き制度のＰＲをするとともに、令和２年度をもって効力を失う要綱の改正等について
検討していく。エコアクション21取得支援では、引き続き市役所でセミナーを実施し、商工会議所の会報誌等を通じて制度のPRを図る。資源ごみ回収報
奨金については、回収量を増加するために、自治会連合会や子ども会連合会総会等で制度の周知を行い、リサイクル意識の向上に努めていく。

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 235件 235件 235件 235件 235件

実績 243件 243件 242件 237件

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 1件 1件 1件 1件 1件

実績 1件 1件 1件 1件

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 200件 200件 155件 125件 125件

実績 163件 155件 120件 103件

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成

目標 10件 10件 10件 4件 4件

実績 7件 5件 3件 9件

達成状況 未達成 未達成 未達成 達成

目標 25件 25件 25件 30件 30件

実績 31件 41件 32件 28件

達成状況 達成 達成 達成 未達成

目標 25件 25件 25件 40件 40件

実績 41件 50件 57件 76件

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 45件 45件 37件 60件 60件

実績 68件 72件 62件 41件

達成状況 達成 達成 達成 未達成

目標 １件

実績 1件

達成状況 達成

目標 5回

実績 5回

達成状況 達成

目標 50世帯

実績 59世帯

達成状況 達成

１　EMS推進事業

1
住宅用太陽光発電シ
ステム補助件数

補助件数 維持

2
実績の集計、総括者
への報告・見直し

環境管理会議開催回
数

維持

1
業務改善等活動の実
施

環境活動数 維持

2
住宅用太陽熱利用シ
ステム補助件数

補助件数 維持

3
家庭用燃料電池シス
テム補助件数

補助件数 維持

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 R01

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

H30 R02
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

3
家庭版ISOエコパート
ナーの認定・認定証授
与

認定世帯数 休止

1 制度の修正・見直し 見直し件数 休止

国のCOOLCHOICE運動に賛
同し、エコ生活を促すアン
ケートに切り替えるため。

２　スマートハウス
設備導入費補助金

３　三島市環境ISO
認定制度推進事業

5
家庭用エネルギー管
理システム補助件数

補助件数 維持

4
家庭用リチウムイオン
蓄電池ｼｽﾃﾑ補助件数

補助件数 維持

国のCOOLCHOICE運動に賛
同し、エコ生活を促すアン
ケートに切り替えるため。

2
家庭版ISOエコパート
ナー制度の周知

周知回数 休止
国のCOOLCHOICE運動に賛
同し、エコ生活を促すアン
ケートに切り替えるため。



No.

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 R01

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

H30 R02
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

目標 5回 5回 5回 5回 5回

実績 5回 5回 5回 5回

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 2社 2社 2社 2社 2社

実績 3社 1社 2社 2社

達成状況 達成 未達成 達成 達成

目標 78社 79社 80社 81社 82社

実績 79社 81社 81社 82社

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 2ヶ所 2ヶ所 2ヶ所 2ヶ所 2ヶ所

実績 2ヶ所 2ヶ所 2ヶ所 2ヶ所

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 160件 160件 160件 160件 160件

実績 168件 171件 171件 173件

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 7,000千円 7,000千円 7,000千円 7,000千円 6,000千円

実績 7,419千円 7,767千円 8,389千円 6,334千円

達成状況 達成 達成 達成 未達成

交付金額 縮小

回収量の減少やミックス古紙
の単価の引き下げにより、交
付額の減額が見込まれるた
め。

1 市施設の改修 改修箇所数 維持

2

3
資源ごみ回収協力団
体への報奨金交付

3

資源ごみ回収協力団
体への報奨金交付

交付件数 維持

2

認証取得 普及件数 維持

取得支援セミナーの実
施

参加事業者数 維持

1
取得支援セミナーの周
知

周知回数 維持

５　新エネ省エネ資
源循環推進事業

４　エコアクション２１
取得支援事業



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

189 (189) 156 (156) 83 (83) 77 (77)

174 (174) 137 (137) 58 (58) 36 (36)

11,500 (11,500) 11,302 (11,302) 10,000 (10,000) 10,000 (10,000)

10,591 (10,591) 11,302 (11,302) 9,750 (9,750) 9,856 (9,856)

70 (70) 70 (70) 0 (0) 0 (0)

36 (36) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

12 (12) 12 (12) 12 (12) 12 (12)

4 (4) 5 (5) 5 (5) 5 (5)

12,333 (7,008) 7,969 (6,177) 8,579 (7,679) 7,388 (6,769)

11,833 (6,318) 7,909 (6,612) 8,533 (8,026) 6,427 (5,845)

18 (18) 18 (18) 18 (18) 18 (18)

17 (17) 17 (17) 18 (18) 17 (17)

５　会議研修負担金
（01.07.01.07.020.82.19）

維持

５　新エネ省エネ資源循環事業
（01.07.01.07.020.14）

維持

ミックス古紙の単価の
引き下げ等により資源
ごみ回収報奨金の交付
額が減額したため。

３　地域環境づくり推進事業
(01.07.01.07.020.03)

維持

４　地域環境づくり推進事業
(01.07.01.07.020.03)

維持

R02歳出（千円）

１　EMS推進事業（01.07.01.07.020.09） 削減
各種研修会への参加
が少なかったため。

Ⅲ-５-２９-（２）地球環境対策の推進

行政改革
大綱にお
ける取組

２　スマートハウス設備導入費補助金
（01.07.01.07.020.88）

維持

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） R01歳出（千円）



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

境ボランティアによるみしま花のまちフェアでは、「クールチョイス」を花壇でPRしたほか、3R月間にはセブンイレブンでレジ袋削減の啓発を実施し
た。環境ボランティア体験講座では、田貫湖の研修をとおしてエコの見える化等を学ぶとともに、「食品ロス」や「生物多様性」に係る講演会を実施
し、新たな参加者を募った。環境教育の小学生環境探偵団では、新たにFCVの乗車体験を組込んだほか、中学校環境リーダー研修、幼児環境教
育推進プロジェクト、児童が自ら考え環境によい取組を家族とともに実践するエコチャレンジKIDｓ事業を３校で実施した。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

環境ボランティア体験講座は、市民が参加しやすいよう５回中、２回以上の出席を求めているが、新たな参加者は５人であった。また、中学生環境
リーダー研修の参加者は定員３０人に対し１６人の参加であった。

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

環境ボランティア全体では、みしま花のまちフェアの花飾りや「クールチョイス」の啓発を市のイベントや民間の施設で実施する。環境ボランティア体
験講座では、田貫湖の研修を前回と異なるメニューで実施するとともに、地球温暖化がもたらしている影響をテーマに講演会を実施するなど、自ら
の行動が必要であることを意識してもらい加入につなげていく。環境教育については引き続き小学生環境探偵団、中学校環境リーダー研修、幼児
環境教育推進プロジェクト、エコチャレンジKIDｓ事業を実施するほか、新たに電気の専門家を招き、子ども向けの環境教育の実施を試みる。

【行革取組項目】
次年度の対応方針

環境ボランティア体験講座については、テーマをシリーズ化するなど、継続的に参加できる内容を考えていく。中学生環境リーダー研修については、
研修名を変えるほか、自分に何ができるのかを考えていくメニューを取り入れるなど研修内容を一部変更する。

施策の方向 Ⅲ-５-２９-（３）地域の環境活動及び環境教育・環境学習の推進

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

環境ボランティア全体では、みしま花のまちフェアの花飾りをＰＲ効果の高いものにし、また地球温暖化防止にかかる国民運動である「クールチョイ
ス」の啓発を市のイベントの中で実施する。環境ボランティア体験講座では、田貫湖の研修を前回と異なるメニューで実施し、参加者にボランティア
養成講座であることを意識して加入につなげていく。環境教育については引き続き各世代で小学生環境探偵団、中学校環境リーダー研修、幼児環
境教育推進プロジェクトを実施するほか、児童が自ら考え環境によい取組を家族とともに実践するエコチャレンジKIDｓ事業を３校で実施する。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

環境リーダー育成人数　　1,920人

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

環境ボランティアによるみしま花のまちフェアでの花飾りは、メッセージ性の高いものを検討するほか、市のイベントでも「クールチョイス」や「食品ロ
ス」を呼びかけ環境ボランティアの啓発を行う。環境ボランティア体験講座については、講演に参加した方が視察に参加する等、参加者にボランティ
ア養成講座であることを意識してもらう。環境教育の小学生環境探偵団では、FCVの乗車体験を新たに組み込み、中学校環境リーダー研修、幼児
環境教育推進プロジェクトを実施するほか、児童が自ら考え環境によい取組を家族とともに実践するエコチャレンジKIDｓ事業を実施する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

【2　環境ボランティアの育成】
環境リーダー等として、地域で活躍する環境ボランティアを育成するため、環境ボランティア体験講座については、講演会を３回、指導者研修を１
回、環境体験活動（視察を含む）を１回実施するほか実践活動を行う。



5 業務計画

No.

目標 2回 2回 2回 2回 2回

実績 2回 2回 2回 2回

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 120回 120回 120回 120回 50回

実績 127回 123回 121回 81回

達成状況 達成 達成 達成 未達成

目標 2,500件 3,580件 3,610件 3,650件 3,700件

実績 3,551件 3,588件 3,486件 3,572件 

達成状況 達成 達成 未達成 未達成

目標 50回 50回 50回 50回 30回

実績 56回 53回 71回 55回

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 30人 30人 30人 30人 30人

実績 21人 20人 8人 5人

達成状況 未達成 未達成 未達成 未実施

目標 13名 13名 13名 13名 13名

実績 15名 12名 8人 6人

達成状況 達成 未達成 未達成 未達成

目標 42人 42人 42人 42人 42人

実績 39人 37人 40人 40人

達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成

目標 4回 4回 4回 4回 4回

実績 4回 4回 3回 4回

達成状況 達成 達成 未達成 達成

目標 25人 25人 25人 25人 25人

実績 29人 22人 23人 16人

達成状況 達成 未達成 未達成 未達成

目標 5回 5回 5回 5回 5回

実績 5回 5回 5回 5回

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 90% 90% 90% 90% 90%

実績 87.5% 100% 90.5% 93.8%

達成状況 未達成 達成 達成 達成

2
エコリーダー活動（地
区活動・代表者会議・
全体会）

活動回数 縮小

令和元年度から錦田地区エ
コリーダーが活動休止、中郷
地区エコリーダーが活動縮
小となったため活動数が減
少した。

1
エコライフみしまの発
行

発行回数 維持

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 R01 R02

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

5
中学生環境リーダー
研修事後アンケート実
施

環境行動宣言実行者
率

維持

4
中学生環境リーダー
研修実施

研修実施回数 維持

3
中学生環境リーダー
研修　研修生推薦依
頼

中学生環境リーダー
研修参加生徒数

改善

予算や研修生の確保が難し
い状況にあるため、研修内
容の質の向上を図り、継続
的・自発的に環境活動を実
施する環境リーダーを育成
する。

○

2
小学生環境探偵団活
動

環境探偵団活動回数 維持

1
小学生環境探偵団発
足式

環境探偵団参加者数 維持 ○

6 ボランティア体験講座
ボランティア新規活動
希望者数

維持

１　地域環境づくり
推進事業
【行革取組番号　2】

２　次世代リーダー
育成事業
【行革取組番号　2】

3
緑のカーテン普及推
進(種子配布・コンテス
ト）

種子配布件数 維持

5 ボランティア体験講座 新規受講者数 維持

4
ストップ温暖化推進協
議会活動

活動回数 維持

○



No.

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 R01 R02

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

目標 2回 2回 2回 2回 2回

実績 2回 2回 2回 2回

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 1,500部 1,450部 1,400部 1,350部 1,300部

実績 1,500部 1,500部 1,500部 1,500部

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 2,000人 2,000人 2,000人 2,000人 1,500人

実績 4,059人 2,310人 2,463人 2,060人

達成状況 達成 達成 達成 達成

目標 8回 8回 8回 8回 4回

実績 8回 9回 9回 11回

達成状況 達成 達成 達成 達成

2
エコセンターにおける
環境関連事業の実施

実施事業数 維持

1
エコセンターの一般開
放

来場者数 維持

7
小学生環境読本の作
成・配布

環境読本作成部数 維持

6
幼児環境教育推進プ
ロジェクトの開催

会議開催回数 維持

３　エコセンター管
理運営事業

２　次世代リーダー
育成事業
【行革取組番号　2】



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

1,594 (1,594) 1,526 (1,526) 1,504 (1,504) 1,440 (1,440)

1,444 (1,444) 1,418 (1,418) 1,279 (1,279) 1,337 (1,337)

1,966 (1,966) 1,609 (1,609) 1,477 (1,477) 1,649 (1,649)

1,460 (1,460) 1,317 (1,317) 1,360 (1,360) 1,476 (1,476)

2,227 (2,013) 2,374 (1,912) 2,130 (1,920) 2,190 (1,980)

2,105 (1,899) 2,336 (2,125) 2,101 (1,890) 2,184 (1,979)

３　エコセンター管理運営事業
(01.07.01.07.020.21)

維持

２　次世代リーダー育成事業
(01.07.01.07.020.04)【行革取組番号　2】

維持 ○

１　地域環境づくり推進事業
(01.07.01.07.020.03)【行革取組番号　2】

維持 ○

行政改革
大綱にお
ける取組

Ⅲ-５-２９-（３）地域の環境活動及び環境教育・環境学習の推進

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） R01歳出（千円） R02歳出（千円）



所属部 環境市民部 所属課 環境政策課 正職員数 9人 その他職員数 3人 外線・内線番号

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

803H 0H

操作研修
実行推進員
研修
影響調査

管理会議
目的目標
等、
プラン設定

内部監査 影響調査 676H 0H

389H 0H

地域環境
づくり推
進事業推
進事業

エコアク
ション２
１取得支
援事業

募集

事前説明会

セミナー開
催（全５回）/
個別アドバイ
ス

認定評価 33H 0H

新エネ
省エネ

236H 0H

資源循
環

333H 0H

令和元年度　スケジュール表
055-983-2647
（内線3569）

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ２９　地球温暖化防止活動の推進<地球環境>

５　環境を保全し継承するまちづくり

従事見込時間数

環境基本計画推
進事業

EMS推進事業

スマートハウス設
備導入費補助金

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月 5月 6月 7月

新エネ省
エネ資源
循環推進
事業

3月8月

環境審議会の開催

環境マネジメントシステムによる進捗管理

環境報告書の発行

市域の温室効果ガス排出量の把

エネルギー管理

管理標準更新 管理講習受講定期報告書・中長期計画書提出

実行計画に基づき推進

前年度の実施状況の把握・公表

エコドライブの推進：広報・ＰＲ活動

申請受付・交付決定～完了報告受理・審査・支払い

資源ごみ回収報奨金制 前期申請受 前期分支払 後期分支払後期申請受

庁内推進会議の

立ち上げ・検討



所属部 環境市民部 所属課 環境政策課 正職員数 9人 その他職員数 3人 外線・内線番号

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

令和元年度　スケジュール表
055-983-2647
（内線3569）

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ２９　地球温暖化防止活動の推進<地球環境>

５　環境を保全し継承するまちづくり

従事見込時間数
9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月 5月 6月 7月 3月8月

ストッ
プ温暖
化推進
協議会

キャンドルナ
イトみしま

400H 0H

エコ
リー
ダー他

地区の活
動・代表者
会議
緑のカーテ
ン種子配布

エコライフみ
しま発行

緑のカーテ
ンコンテスト
参加者募集

審査 表彰式
エコライフみ
しま発行

909H 0H

小学生
各校推薦依
頼

発足式
環境学習の
実施

修了式 180H 0H

中学生
各校推薦依
頼

事前説明会 本研修
環境行動宣
言

事後アン
ケート実施

146H 0H

幼児他 309H 0H

維持管理業
務・警備業
務発注・管
理運営

201H 0H

地域環境
づくり推
進事業
【行革取
組番号
2】

次世代
リーダー
育成事業
【行革取
組番号
2】

エコセンター管理
運営事業

幼児環境教育推進プロジェクト会議（年２回程度）、自然観察会等の実施幼児環境メンバー確

環境読本、修正箇所・データ収集・業者委託 校正２回
配布

月１回イベ
ント・講演・
ワークショッ
プ実施

体験講座受講生募集 体験講座・実践活動の

指導者研修


